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世界コスプレサミットの意義，可能性，課題
文化の伝播と受容から

小栗徳丸
株式会社 代表取締役，世界コスプレサミット実行委員会実行委員長，

和歌山大学客員教授

世界コスプレサミットとは？

小栗徳丸です。この度はお招きいただきましてありがとうございます。私は，和歌山大
学の客員教授との肩書はありますが，実際研究者ではありません。もともとテレビ局に勤
めており，今から説明するイベントの発案者を務め，現在は主催者として実際に運営して
います。今回は，非常に実務的な部分で私が感じたこと，そしてコンテンツ・ツーリズム
のお話をしたいと思います。お手元の資料に従って説明していきたいと思います。
まず私のプロフィールです。出身地は名古屋です。年齢は今年で 歳になり，『宇宙戦
艦ヤマト』などのアニメを見て育った世代です。また，ヤンキーや『ビー・バップ・ハイ
スクール』といったものが流行した時代で幼少期を過ごしていました。スライドに書いて
ある通り，私はテレビ愛知に入社しました。その時，つまりサラリーマンの時に世界コス
プレサミットというイベントを愛知で立ち上げました。その後， 年間このイベントをや
り，成功を収めたため，会社を辞めようと思いました。更に 年後，ちょうど愛知万博が
あった年に，電子マネーを普及する会社を立ち上げるため，一旦独立しました。その後コ
スプレサミットというイベントが経済問題で立ちいかなくなったことを機に，私が復活す
るという形でこの事業をテレビ愛知から買い取り，株式会社ワールドコスプレサミット，
略して というイベントを引き受けるための法人を作りました。後ほど経緯も含めて
詳しく紹介したいと思います。
本日は「世界コスプレサミットとは？」「ポップカルチャーの伝播と訪日観光への課

題」「海外コスプレイヤー達の日本の魅力を発信する力」「 の更なる展開」の つの
項目について説明します。
まずは，世界コスプレサミットについて説明します。
コスプレというものをご存じない方もいるので，このイベントのお話をする前に説明し

ます。そもそも，コスプレとはコスチューム・プレイの略ですが，今や和製英語として，
イギリスの辞書にも載っているほどの世界共通語になっています。このコスプレという言
葉が出来上がった時代はだいたい 年くらい前と聞いています。そもそもコスプレの起源
は模倣，真似をするという行為のことで，アメリカの のイベントで『スタートレッ
ク』のコスプレなどをしたのが最初と言われています。その約 年から 年後の 年
代後半に，日本の雑誌などでもコスプレという言葉が出来上がったと言われています。こ
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のコスプレという言葉は世界共通語となっており，先ほどの山村先生のお話にあったよう
に，いろいろな国で日本のマンガ，アニメやこのコスプレ自体をテーマにしたイベント
が自然発生しています。そこで，コスプレ，マンガ，アニメを通じて日本のことに興味を
持ち，世界中つながっていければと思い，我々はコスプレでつながる新たな国際交流とい
うのをテーマにしてイベントを継続して行っています。このイベントは今年でちょうど
年になります。
このイベントは非常に説明しづらく，映像を見ていただくのが一番簡単ということで，

告知動画を毎年作っています。この動画は約 秒あり，我々が提携する各国のイベントが
始まる時にこの動画を見てもらい，「日本に行きたいな」，「名古屋に行きたいな」，
「コスプレサミットに参加したいな」と思ってもらえるような形で紹介しています。そこ
で，この動画を少々ご覧ください。
（動画）これは一昨年の映像です。 カ国が参加していました。ステージ上でペアにな

り，自分たちがしているコスプレの世界観を表現します。その出来具合，パフォーマンス
で世界 を決める大会です。コスプレチャンピオンシップというのですが，毎年どこが
位になるのかを競います。これが去年優勝したロシアのチームです。そして，県知事と
名古屋市長の 人も毎年，このコスプレサミットにはコスプレで参加しています。そし
て，これは名古屋の目抜き通りです。錦通という大きな通りがあるのですが，こちらを封
鎖し，レッドカーペットとして約 カ国の紹介をしています。こちらの映像は大須商店街
です。商店街の中約 キロを練り歩きます。街中ハロウィンの様になります。電車も乗
れますし，約 日間がこんな感じになっています。こういった映像を流しています。（動
画終わり）
続きまして， 誕生秘話とありますが，このスライドでは，私がこのイベントを立ち
上げる事になったきっかけ，背景を赤裸々に語っています。僕が小学，中学生くらいの時
は，同級生みんながアメリカに強い憧れを持っていた時代で，リーゼントなども流行り，
友人のうちの 人に 人か 人くらいはジェームズ・ディーンのポスターが家に貼ってあ
りました。このように，アメリカの文化が大好きで，将来はアメ車に乗ると決めていまし
た。社会人になってからはアメ車を 年間くらい乗り継ぐくらいのアメリカ好きです。そ
んなアメリカ好きだったのですが，アメリカ人は結構，日本人のことをバカにしていま
す。その事は既に自分も知っており， や など，そんなふうに言
われていました。アメリカは好きなのですが，バカにされているという劣等感をずっと，
大人になるまで抱えていました。旅行に行っても，どうしても日本人は団体行動をし，お
腹に腹巻きをして財布を隠しているというような恥ずかしいことをしていました。外国人
の友達も多い方なのですが，その友達からも日本人のことをそのように聞いていました。
そんな中で，私はコスプレと出会いました。コスプレと出会ったきっかけは，先ほど話

に出たフランスのジャパンエキスポです。そこへ行った理由は，コスプレ番組のプロデュ
ーサーとして，番組の取材という形でネットを調べたところ，ジャパンエキスポが引っか
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かったためです。当時，まだジャパンエキスポはどこかの体育館から，ようやくコンベン
ションホールに移動したという時代でした。私の記憶によると，当時ジャパンエキスポは
入場者数がまだ 人ぐらい，コスプレイヤーが 人くらいと聞いており，その人達
のインタビューという形で行ってきました。そこで見たのが，自分の身長よりも高く，青
い目をした凄くスタイルの良い女性が，日本のアニメに憧れて，『うる星やつら』のラム
ちゃんの格好や『セーラームーン』の格好などをしている姿でした。私達は一応テレビク
ルーとして行っているのですが，コスプレイヤーたちは自分たちがどれだけ日本が大好き
なのかということを自慢します。そして日本に連れて行って欲しいと本気でせがみます。
これほど日本に対して強いアピールを，まさに見た目外国人の女の子から言われるとは思
ってもいませんでしたし，これほど日本が愛されているということを知って，本当に衝撃
的でした。そして，これをきっかけとして，これこそ日本人として，日本のメディアとし
て，日本に伝える事が僕らの役目かなと，少し真面目に思い，この現象自体を日本に逆輸
入ではないのですが持ち込もうと思いました。
当時，私は日本のコスプレイヤーを相手にして，『笑っていいとも！』の「テレビショ

ッキング」のような，お友達を紹介する仕組みでコスプレイヤーを紹介していき，お宅を
訪問する番組をやっていました。しかし，こんなことをやっている場合ではないと思い，
外国人のコスプレイヤーさん達と日本のオタクと言われているコスプレイヤーさん達を掛
け合わせることにより，面白い化学反応が起きるのではないかと思うようになりました。
早速， 年 月にジャパンエキスポに行き，そこで外国のコスプレイヤー達に「日本

に本当に来たいの？」と聞くと，「もう是非」と言うので， 年の 月には第 回コ
スプレサミットが開催されるという経緯になりました。そのジャパンエキスポで私が声を
かけたのが，フランス人，ドイツ人，イタリア人で， ヶ月後に名古屋に呼び寄せ，実際
にコスプレサミット第 回が始まりました。当初のコスプレサミットは番組主体で，主に
座談会的なものでした。外国人と日本人のコスプレイヤーの化学反応を見てみたいという
ことで，それぞれの国の代表コスプレイヤーと日本のコスプレイヤーの代表が座談会を
し，同じステージで撮影をしました。ちょうどこの 年が第 回なのですが，その後

年， 年と 回続けばちょうど愛知万博だよねという話になりました。そして，こ
の愛知万博でコスプレサミットを地元名古屋の公式なイベントにしたいなということにな
り， 年間はがんばろうと考えました。
年目の 年にはステップアップとして地元の商店街を使ってパレードを行いまし

た。この時の参加者数は惨憺たる結果で， 人くらいしか参加しませんでした。そもそ
も，文化として，日本のオタクは お宅 というように，本当に家にこもっており，コスプ
レイヤーはなかなかパブリックな場所に出ませんでした。私はコスプレイヤーではなかっ
たですし，単純に 局の人間として番組が非常に映える，面白くなるというところしか
見ていませんでした。外国人と日本人のコスプレイヤーが一緒に商店街を練り歩いたら面
白いだろうなということだけを考えて，コスプレサミットを開催したのですが，日本のコ
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スプレイヤーはすごく冷めた目で見ており，全然参加してくれませんでした。しかし，テ
レビの凄いところは，外国人コスプレイヤーと日本人コスプレイヤーが楽しく歩いている
様子はカメラをキューっとタイトショットにすることで非常に伝わるところです。これは
もちろん番組として放送しましたし，ネットにもあげました。翌年になると楽しそうなそ
の雰囲気が伝わり，結構な人数が参加してくれました。
これが全体の歴史，スケジュールです。まとめると， 年に座談会，第 回コスプレ

サミットというのが生まれ， 年でははじめてパレードという物を行いました。この時
に新たにアメリカが参加しています。そして， 年は念願叶って，愛知万博というオフ
ィシャルな場所でやることができました。この時は優勝がイタリアの『デビルマン』でし
た。『デビルマン』のような古い作品もヨーロッパでは未だに人気です。 年前もイタリ
アが優勝しましたが，その時は『マジンガー 』でした。 年の万博の時，私が特に力
を入れたのはやはり世界への発信でした。ロイター通信や 通信に，名古屋の国際万国
博覧会の中でオフィシャルなイベントとしてコスプレサミットが成立しているので，是非
配信してくださいとお願いしました。すると， 年に一気にこのイベントが世界に知れ
渡り，各国から「何故うちの国が出ていないのだ」ということで，それぞれの国の日本大
使館へ「あのイベントにはどうやったら出られるのか」という問い合わせが行きました。
その話が外務省に行き，外務省から我々の方に連絡が来て，瞬く間にコスプレサミットに
出たいという国が増えていきました。ちょうどこの頃， 年に外務省から後援していた
だけることになりました。そして国交省のビジット・ジャパンにも協力をいただくように
なりました。今まで，「コスプレ」というカタカナ 文字には，胡散臭いとか，ある世代
によってはエッチなイメージがありました。このイメージを払拭するのが本当に大変だっ
たのですが，中央省庁が協力してくれたことによって，この 年からは，大分そうした
イメージを払拭することができたかなと思っています。また，ちょうどこの時代は麻生さ
んが外務大臣をしており，結構ノリが良く「じゃあ，優勝したら外務大臣賞にしよう」と
いうことで，麻生太郎大臣の名前で賞状を 年間送ってくれました。そして， 年くら
いから参加する国はどんどん増えていきます。
このイベントは全てテレビ愛知という，一ローカル局が抱えていたイベントで，テレビ

愛知が招聘費用から滞在費用まで全部持っていました。つまり，私が 年から 年
にプロデューサーとしてやっていた当時は，スポンサー費用で十分賄えるくらいの参加国
数だったわけです。しかし 年になると カ国を超えたので，さすがに一ローカル局
で全ての費用を持つというのは難しく，既にこの時点でテレビ愛知としてはイベントを継
続できない，という話になっていました。そうした中， 年，このイベントが名古屋の
無形文化財のようなものになっている，ということで，ついに名古屋市他，行政も立ち上
がり，実行委員会形式になりました。その際，実行委員会という形で外務省も主催に入っ
てきました。一テレビ局の主催だったイベントとしては珍しいことでした。
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こうして 年から実行委員会形式で新たなるスタートを切り， 年， 年と続
き，ちょうどこの 年が開催 周年となりました。しかし， 周年を目前にして，
回目を開催できるかはっきりしない状況でした。その理由は 年以降も財布の方はテレ
ビ愛知という放送局が管理していたのですが，ずっと赤字で，その赤字をテレビ愛知が補
填していたからです。その収支報告を見て，当時のテレビ愛知の社長は，「これ続けられ
ないだろう，すぐやめろ」と言ったのです。 年はもう開催できるかわからないという
状況でした。私はこの時，既にテレビ愛知を退職しており，電子マネーの普及会社をやっ
ていました。そこではいわゆる広告業もやっていたので，スポンサーに，全日空さんと第
一興商さんという，比較的コスプレサミットと相性が良い企業がいらっしゃいました。こ
のふたつのスポンサーさんに「私の古巣のテレビ愛知がやっているコスプレサミットとい
うのがこういうイベントで，グローバルに益々大きくなっていくイベントなので，是非ご
賛同いただけませんか」と声をかけました。すると，意外にもこの 社は「面白いことや
っているじゃない」ということで， 年にスポンサーになってくれたのです。この時
に，私は一千何百万円という金額をテレビ愛知のお財布につけたので，息を吹き返すかな
と思ったのですが，それでも，テレビ愛知の当時の社長は赤字も埋まらない，スタッフの
労働力も相当出ているということで，もうやめましょうという話になってしまいました。
この話が出たのも 年でした。ちょうどこの時プロデューサーをやっていたテレビ愛知
側の男の子は私のかわいがっていた後輩だったので，自分の代でこのイベントが終わって
しまうのが申し訳ないと私に話がありました。私自身，全日空さんと第一興商さんにスポ
ンサーになっていただいたのに，翌年にはこのイベントがなくなるということはとても言
えず，当時の私の会社のステークホルダーに全て事情を説明して，新会社を立ち上げ，

年にこのイベントを引き取りました。その時に立ち上げたのがワールドコスプレサミ
ットという会社法人です。
現在どういう座組みになっているのかということと，いままでお話してきた内容がスラ

イドの表です。私がこの実行委員会の実行委員長になってから仲間に引き込んだのは，愛
知県と中日新聞社です。この つをメンバーに加えて，今は全 団体でやっています。そ
して，運営事務局という形で，テレビ愛知には会場および事務局の場所を借り，我々
という会社が運営事務をやっています。後援には国際交流基金，観光庁，経産省などが入
っています。このイベントは特に入場料をとっていません。全てスポンサーからいただく
資金で賄っています。実際愛知県や名古屋市にも助成金は多少つけていただいています
が，ほとんどこのオフィシャルスポンサーからの資金で賄っています。だいたい事業規模
としては 億円くらいの規模のイベントです。実はボランティアの方たち ， 人に支え
られ，なんとかこの 億円で 年間行っているのが実情で，その意味では本当に稀な事業
だと思っています。
次にコスプレサミットの参加国です。去年の段階では の国と地域の参加があり，今年
それに か国が加わりました。その か国を赤色で示しています。今年は の国と地域の
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参加が決定しています。ついに，はじめて中東の国としてクウェートが正式参加しまし
た。黄色の文字のスウェーデンとカナダは，見学参加というジャンルです。これは有料で
お金を払い，チャンピオンシップという世界一を決める大会には出られませんが，正式参
加と同様のプログラムを体験できるというものです。そのため，実際に来日するのは の
国と地域というのが今年の加盟国の形です。
これはどういう大会かといいますと，我々が関わっているそれぞれの国には必ず日本の

ポップカルチャーをテーマにしたコンベンション，エキシビション，イベントがありま
す。例として，フランスにはジャパンエキスポがあります。しかし，ジャパンエキスポ以
外にも日本のポップカルチャーをテーマとしたイベントがたくさんあります。我々はその
国の最も集客できそうな有名なイベントの主催者と契約をしています。その国に我々は世
界コスプレサミットに参加できる権利をライセンシングする，いわゆる有料でお金をもら
いコスプレサミットのその国の代表を決める大会を運営委託している形です。先ほど黄色
で示されていたカナダですが，なんで今頃カナダなの？ということもよく聞きますが，カ
ナダは 団体くらいからコスプレサミットに出たいというオファーを ， 年前からいただ
いていました。しかし，我々はどこの団体と組んだら良いか分からない，検証できないと
ころをついつい後回しにしてしまったため，結構遅い参加になっています。フィリピンも
同様に つの団体がコスプレサミットのライセンスを欲しがり，どこに渡したら良いのか
分かりませんでした。それを実際に会ってヒヤリングすることで 番を決めます。自分の
団体だったら他のエリア，他の地域，他の団体ともきちんと連携して，地域予選も行い，
自分たちの国の を決めるのにふさわしいイベントにしますというような誓約をしてく
れた団体にのみ我々はライセンシングしているので，非常に時間がかかっています。
ルールとしては，各国 名 チームで，自分が大好きなキャラクターの世界観を 分半

で演舞してもらい，もっともオーディエンスを沸かした人達がその国の になって，
世界戦に挑むという形です。名古屋というすごくニッチな場所に，毎年夏世界中から各国
の強者達がやってきて，世界一が決まるという，『ドラゴンボール』をご覧になった方は
ご存じだと思うのですが，天下一武道会のようなものです。この申請方法はスライドの右
側になります。先ほど申し上げた通り，ポップカルチャーのイベントをやっていると，そ
れぞれの国で日本の政府観光局や大使館に何らかの協力要請がいきます。その中で，コス
プレサミットに出たいという意思が外務省にいき，我々に連絡が来ます。それを我々が精
査して，正式に加盟になるまでが，長いところで ， 年かかります。最近は， が大
分普及しているので， や からもエントリーができるようになり，毎年新しく
正式参加の国を受け入れています。しかし，受け入れている数以上にエントリーが増え，
バランスが非常に悪い状況になっています。
こちらが昨年の段階での，我々のパートナーである の国と地域であり，パートナーの
イベント名が記してあります。それぞれの主催者に，イベント参加者は何人でしたかとい
うところをヒヤリングした数字が右側です。フランスのジャパンエキスポは発表があった
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通り 万人という，とてつもない数の人が来ています。最近の傾向ですが， 地域
のインドネシアはまだまだ歴史が浅いのですが，凄い人数がコスプレしながら街を歩いて
いるという状況です。累計すると去年で ， 万人くらいになっています。
先ほど申し上げた通り，参加したいと手を挙げてくれている国で，我々がいいよと言え

ていない国がまだ カ国あります。ですから，（ 年の加盟国数） に対して，それ
以上の数がまだ待っているというのが現状です。待っている国の一覧をスライドに色で示
しました。我々の課題は，チャンスロスをなくすことだと思っています。やはり，参加し
てくれれば，その国にもっと日本が伝播しますが，なかなか経済的理由でうんと言えない
ので，なんとか 年までに待機国 にしたいと思っています。
数字をまとめました。開催時期というのは毎年 月の下旬から 月の上旬です。これは

コスプレイヤーにとっては汗だくで，とてもじゃないけどコスプレできないような状況で
す。そのため，秋に移動したいなと思い試みましたが，もう世界標準になっており，夏に
日本に行くんだ，名古屋に行くんだということで，コスプレイヤーさん達も動いていま
す。また，移動できないという理由として，どこの国でもこの時期はビッグホリデーで，
週間， 週間，下手したら ヶ月日本にいたいという人たちがほとんどだからです。そう
いった意味で，この 月下旬から 月上旬というのは数年前からフィックスになりまし
た。同時に，ちょうど 月の中旬にはコミケという大きなイベントも東京であります。せ
っかく日本に来たなら，東京に行きたい，秋葉原に行きたい，というのがこの手のファン
の人達の熱望するところです。なので，そうしたイベントとも，そんなに時間，期間を空
けずにやりたいということで，この時期になっています。
参加国が今年 カ国，実際には，台湾と香港が加わっているので， の国と つの地

域です。これに関しても，実は主催に外務省が入っているので，香港と台湾を入れること
に関してはいろいろと協議がありました。ずっと前から入れたかったのですが，協議に
， 年かかってしまい，ようやく去年台湾と香港を入れることができました。待機国は
カ国です。
このイベントをなぜ名古屋で行っているのかというのは，先ほど歴史でお伝えした通

り，私が勤めていたのがテレビ愛知というローカル局，そのテレビ局のイベントなので，
名古屋ということもあります。また，少し話が前後してしまいますが，名古屋は芸能・文
化関係のイベント開催地としては，飛ばされやすい地域です。大きなクラシック・コンサ
ートなどのイベントは，名古屋飛ばしという言葉があるように，東京の後は名古屋を超え
て大阪，福岡や，札幌に行きます。 東海の新幹線という立派な乗り物があり，簡単に各
地に移動できてしまうためか，名古屋は飛ばされてしまいます。いつも名古屋が飛ばされ
ているため，地元のメディアに勤めながら，すごく歯痒い思いをしていましたし，何か名
古屋で聖地をつくりたいという思いも実はありました。そのため 年， 年と，始
めた当時は映画業界でいうカンヌになろう，というような目標を持ちました。カンヌ映画
祭のように映画の聖地といえばカンヌと誰もが思い浮かべますが，意外に場所は知られて
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いません。カンヌはフランスのちょっと田舎にあります。名古屋を知ってもらうためには
それでも良い，本気でやれば今なら聖地を作れるのではないか，ということもあり，カン
ヌというのがスローガンだったことを今思い出しました。
その名古屋に，この土日 日間で 万人が集まってきます。これは 年から計測

しています。オアシス という商業施設で つのモニターで定点観測，カウンター計測し
ているのですが， 年の時には 万 千人くらいでした。 年くらいから 日間にな
ったので，ようやく 万人になりました。徐々に人数も増え， 年から 年に至っ
ては前年比 ％以上の伸びで 万人になりました。同じ観測方法を何年もやっているの
で，特にこの ， 年の入場者の伸びはすごいなと感じています。
また，目立つところとしては，取材者のメディア登録があるのですが，そこの登録メデ

ィアを見ると， 媒体あり，国内テレビ，新聞などいろいろな媒体があります。その中
で，海外のメディアの登録数がどんどん増えています。 年前はまだ海外のメディアの登
録数が ， くらいでしたが，去年は になりました。それぞれの国で，その国の

が決まると同時にその国のオーガナイザーから，今回テレビ局を一緒に帯同させて良
いかなど聞かれます。今年は，スウェーデンは見学参加なのですが，はじめてコスプレサ
ミットにチャレンジするということで，スウェーデンのオーガナイザーからは国営放送を
一緒に連れてくるという話も聞いています。一昨年は，ロシアも国営放送を連れてきまし
た。各国の大きなメディアが，その国のコスプレの代表に帯同してくるというのが非常に
面白い現象だと思っています。
また，我々は非常に少数で，特に専任がいるわけではなく，ボランティアで を
やっています。この のファン人数は毎年 万人くらい増えています。今はあま
り増えない時期なのですが，それでも か月 人くらいの規模で増えているかと思い
ます。直前の 月くらいになってくると，やはり情報も濃くなってくるので，今年も一気
に 万人くらいに増えると思っています。先ほどの海外メディアの注目とありましたが，
最近の傾向でいうと，海外のキャリアのインフライト誌，いわゆる機内誌でも取り扱って
くれることがあります。また，いろいろな番組制作会社がコンテンツとして撮り，それを
様々なメディアに売り込みたいということで，作ってくれた番組の予告編があります。
こちらをご覧いただければと思いますが，既に中国語版ができあがっており，放送して

います。今度はインドネシアになります。ドキュメンタリー番組です。イベントの裏側
で，学生のボランティアと，それぞれの国の代表との友情のようなものをテーマにしてい
ます。これは中国の代表です。中国代表とインドネシアの代表 チームに密着取材し，家
にまで行っています。愛と感動のドラマになっており，最後は学生ボランティアと，それ
ぞれの国の代表が帰り際に抱き合い，大泣きするという番組です。最終的に 分でまとめ
てあり，これを我々のスポンサーである全日空さんの国際線の全ての路線で多言語対応し
て流したいという目論みです。
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ポップカルチャーの伝播と訪日観光への課題

続いて，今回の発表のテーマであるポップカルチャーの伝播と訪日観光への課題につい
てです。最近インバウンドということで，訪日外国人向けの施策がいろいろなところで行
われていますが，我々も，このイベント自体がそこに乗っかるというより，そのど真ん中
で，いろいろな国内の企業にいろいろな関わり方ができるのではないかな，ということを
このテーマでお話したいと思います。
まずは，海外への影響です。そもそもの背景は，マンガでいうと『キャプテン翼』で

す。ヨーロッパのパートナー達が口を揃えて『キャプテン翼』は本当にすごいと言いま
す。今のトップリーグで最前線にいるプロフットボーラーが，『キャプテン翼』を見てワ
ールドカップで活躍しているのだというくらい，このマンガの影響，そして，翼くんの影
響というのは計り知れません。それに加えてスライドの右側にあるようにゲームも影響を
与えています。ソニーの は 万台を突破したとあるように，ハードも幅広く海を
渡り，みんな当たり前の様に持っているツールとなっています。また，『ファイナルファ
ンタジー』など，そこで動くソフトというものに対しても，日本はすごいと言ってもらっ
ています。『 』は多くの国で発行されています。今ではインターネットメディア
やオンデマンドで『 』が何分，何秒見られたかなどにより，サブスクリプション
という定額の料金から何％分が『 』を見た人かがわかり，それを還元できるよう
になっています。そのためあまり著作権などにピリピリせずに，オンデマンドの配信会社
に渡すことによって，日本のアニメが視聴されるようになり，それが伝播するきっかけに
なっていると思います。特に，ヨーロッパでも有名な『セーラームーン』に関しては，い
ろいろな国の言語に翻訳されています。今年からはニコニコ動画さんで，世界同時生放送
という形で，同じ時間に同じ作品をみんなで見ることができています。そのため，
とはすごく相性が良く，いろいろな言語でつぶやかれるという面白さも，今の時代だから
できるようになってきました。
マンガやアニメはストーリーが面白く，主人公が可愛く，もしくは格好良く，どんどん

その世界に引き込まれます。好きになればなるほど，この物語の背景やこれを作ったのは
誰かという話になり，そして興味の最終形が日本になります。きっかけは登場人物に憧れ
を強く持つことです。特にカリスマ性があるコスプレイヤーは，コスプレイヤー自身にカ
リスマ性があるというよりも，カリスマ性があるキャラクターがいる作品のコスプレをし
ています。そのコスプレイヤーはマンガやアニメを通じて，日本を二次元の中で知りま
す。そのため，我々もはじめて日本に来たというコスプレの代表とお食事に行くのです
が，何が食べたいかを聞くと，すき焼きを食べたいと言います。そこですき焼きを知って
いる理由を聞くと，やはり，マンガに出てきたからすき焼きを 回食べてみたいと言いま
す。単純ですが，海外のコスプレイヤーはニ次元で見た世界を実体験したいという思いを
持ち，日本に来ます。
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もう一つ面白いエピソードがあります。大須という商店街があるのですが，そのあたり
はよく地元の中学生なども闊歩しています。その中学生はセーラー服や詰め襟など，制服
を着ています。その姿を見るとコスプレイヤー達は狂喜乱舞します。すぐに詰め寄ってい
き，一緒に写真を撮らせてくださいと言います。いつもマンガ，アニメで見ていた世界が
目の前にリアルに現れるとたまらなく興奮します。インドネシアの去年の代表は，セント
レア空港について，バスで名古屋市内を移動するバスの中でもずっと外を見ており， 次
元の世界で見ていた世界が今リアルで見ることができていると言って涙を流していまし
た。そのようなはじめての日本というものを体験した時の様子を見て，コスプレというよ
りは，アニメ，マンガを通じて日本のことを知った，興味を持ったという人達は，特に純
粋に日本を愛してくれているのだということを，我々が逆に思い知らされました。
日本のコスプレと海外のコスプレについて簡単にまとめましたが，日本のコスプレは大

分変わってきました。これは 年前の資料です。実際はまだまだオタク的な印象が強く，
パブリックな場所には出てきていません。そのため，私がはじめた 年以上前というの
は，コスプレの番組で取材に行く時には，取材拒否なんていうのは当たり前でした。取材
に行くコスプレのイベントの場所というのは，コンクリートだらけの閉ざされた何とか市
民会館の何とかホールというようなところで，好きな人達が集まって，誰の目にも触れな
いところで楽しむ，そんな世界でした。しかし，海外のコスプレイヤーは，電車で会場に
行きます。またロシアに行った時は，お父さん，お母さんが送迎をしている様子を非常に
多く見かけました。親にもインタビューをしたのですが，茶道や華道のような日本の文化
を娘がやっているのとほぼ同じレベルで捉えられているとわかり，驚きました。我々とは
コスプレに対しての考えが全然違います。第一回にやったコンセプト通りに化学反応をす
ることによって，それぞれの人たちもすごく楽しんでいますが，我々もすごく勉強にな
り，これをもっと進めることにより，日本や世界は平和的になっていくのではないかなと
いうことを再認識しました。
ここからは観光庁の最新のデータと我々コスプレサミットとの関わりの部分をお話して

いきます。御存知の通り，昨年訪日した人数は 万人で，スライドの緑色の部分はすで
に我々の加盟国となっているところです。色が付いているところは何かしら関わりのある
ところなのですが，訪日外国人の出身国の約 ％と関わっているので，これをコスプレ
が流行る＝日本のポップカルチャーのイベントが盛り上がっているというふうに考えても
いいのかなと思っています。日本に訪れる人が多い台湾や韓国は，日本のアニメ，マン
ガ，ポップカルチャーのイベントが盛んになっています。特に 地域でのコスプレ
のイベントがどんどん増えています。先日，ベトナムに行ってきましたが，ベトナムにこ
んなにコスプレイヤーがいたのかと思うほど，コスプレイヤーが増殖しています。日本の
場合，マンガ，アニメを見て，「いいな」で終わってしまいますが，見て素晴らしいと思
ったらすぐ創作活動にいってしまうのが，諸外国の，特に 地域の人達の現象かな
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と思っています。スライドには書いてありませんが， 地域でコスプレをやってい
る人は確実に，中間・富裕層以上だと思います。
そもそもコスプレは作品あっての話なので，作品が見られる環境がある，つまり，家に

はブロードバンドが通っていて，テレビや ， チャンネルが見られるなどの環境が
ある人でなければ，なかなか異国の文化を取り入れようとは思いません。しかし，このゲ
ームやマンガ，アニメの世界はすごいなと思うのは，その中間・富裕層の人たちがオピニ
オンリーダー的なことをやりだすと，すぐにその国の中で伝播することです。その国の中
で声の大きい人達がやりはじめているので，伝播の仕方が早いというのが私共の印象で
す。スライドの右側に小さく書いてありますが，実際には違法ダウンロードや，インター
ネットの普及によりペイチャンネルで見なくても見られるという実際の現象があるため，
こうした増え方をしているというのは重々承知しています。それもあったおかげで今

地域では日本のポップカルチャーが急速に広がっているなという印象です。
そしてこれも観光庁のデータです。ここで注目したのが，日本に何を期待して来ました

か？という問いに対して，アニメなどの聖地巡礼，いわゆる聖地訪問だといっている人た
ちが ％もいるということです。もう 個下にある，日本の現代文化を体験したい，いわ
ゆるファッションやアニメ，ポップカルチャーを体験したいという人たちが ％。分母が

万人なので，少なくとも 万人以上，多く読めば 万人くらいは，こういうポッ
プカルチャーの聖地が日本だから，日本に行きたい，そういう人の人数と言えるのかなと
見ています。先程の の話ではないのですが，この数字を見て，どんどんアニメ，
マンガを通じた日本ファンが増えているというのを我々は実感しています。そのため，こ
の ％が来年は ， ％になる可能性も十分あります。また，分母自体が増えていき，

年には 万人，このスピードでいったら 万人にもなる勢いだと思うので，こ
のポップカルチャーのキーワードで訪日する人たちに対して何をやってあげられるのかと
いうことを我々が考えるフェイズになってきたと感じています。
ここで我々が抱える問題が出てきます。我々は世界一，天下一武道会というような，年

に 回のお祭りしかやっていないので，これを恒久的なイベントにするにはどうすれば良
いのか。つまり訪日外国人の中でも特にポップカルチャーが大好きな人へ何かをしてあげ
ることが，年に一回ではダメだな，ということを考えており，これをどうやって解決して
いこうかというのが，本年度からのテーマになっています。そのテーマを 番から 番ま
で考えています。 番が聖地巡礼。 番が を駆使したスマホと相性のいいコンテンツを
作ること。 番がポップカルチャーだけではなく，周辺の業界も巻き込み日本への旅行を
快適にする施策をしていきたいということで，日本が大好きでたまらない

的なファンクラブのような組織を作るということを考えています。ここでその具体的
なテーマを紹介したいと思います。
まず つ目です。実は各国の我々のパートナーのイベント，そのイベント主催者達のス
ポンサーにも旅行会社がついています。その国の旅行会社ではないところで言うと，日本
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の会社の さんや さんがイベントのパートナーとして協賛している場合もありま
す。そういった旅行会社から，コスプレサミットに自分たちの代表と一緒に行く応援ツア
ーのようなものができないかというお話をよく貰います。こういったものをもっと充実さ
せていこうというのが つ目です。今までに中国からいくつかオファーがありましたが，
コスプレイヤーとはいえ，オタクというだけではありません。はじめての日本なので，そ
れこそゴールデンルートと言われる東京や，大阪などの地方も織り交ぜたツアーを，もっ
と作れるのではないかと思っています。そのため我々はもっと地方とも連携して旅行商品
を作るところをお手伝いしていきたいと考えています。
次に つ目です。先ほどの課題のキーワードとして聖地巡礼を挙げました。聖地巡礼を
で支援しようということで聖地巡礼のアプリを ， で作りはじ

めました。このアプリを と に上げようと思い， に一旦上げたのです
が，実は今止まっています。これを作るにあたって，アメリカの会社で，エッフェル塔や
ゴールデンゲートブリッジのようなそれぞれの国のランドマークと言われる有名なものを
どこの角度から見ると素晴らしく，またかっこ良く撮れるかということをマッピングする
アプリを作っている会社があり，元々そこと提携して聖地巡礼アプリを作ってもらおうと
考えていました。作品の中のみんなが知っているあのシーンについては，ここの位置から
こっち側を向くと全く同じ写真が撮れるということを，ユーザーにどんどん上げてもらう
のが一番いいだろうと考え，アメリカの会社に契約して作ってもらったのですが，完成一
歩手前で会社が倒産してしまい，今この企画はフリーズしています。このフリーズしてい
るソフトを今年，パソナテックという技術系の会社が協賛についてくれるということで，
もう一度ブラッシュアップ，というよりも一からスクラッチで作り上げています。また，
外国人の方が日本に来た時に，今いる位置から半径何 以内にどんなアニメ，マンガの
聖地があるかを多言語対応で調べられるソフトにしたいと考えており，今年から作りこん
でいます。
そして つ目です。これは先ほど少しお話しした，日本が好きでしょうがない

のような組織の設立です。その会員証は電子マネーと紐づいており，電子マ
ネーは先にチャージしておくことで，実際にお店に行って使ってくれるところまで追える
のではと考え，楽天 さんに協賛していただき，タッグを組んで，この運動を 年
までに大きなものにしていこうと思っています。楽天 さんと組もうと思った理由は，
我々が約 日間，各国の代表と過ごす中で，外国人の皆さんはコンビニが大好きで，毎日
何回か行くということが分かったことです。コンビニへ行くたびに千円札を出していま
す。すると帰り際にはおにぎり 個分くらいの小銭が貯まってしまいます。考えてみる
と，自分たちも海外へ行った時にはお金は全てお札から出します。小銭を持ち帰っても換
金することができないのでかわいそうだと思っていました。そこでこの問題の対策ができ
ないかなと思い，楽天 さんにお話ししたところ面白いと言ってくれて，こういった企
画になりました。実際楽天 さんは全てのコンビニで使え，国内 万箇所くらいで使
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えます。電子マネーなので個人情報を持たずに，その人がどこでいくら使ったかというの
を位置情報も含めて全部トレースできます。我々はまず，今年日本に来る外国人約 人
全員に無料でチャージ済みの状態の電子マネーを配り，この人達がどういうふうにどこで
何にいくら使うかというのを検証してみようかなと思っています。旅行商品 万円の日本
旅行に 円， 円くらいの楽天 カードが入っていてもあまり大差ないと思うの
で，これを我々のパートナーの さんなどの旅行会社さんにベタ付けキャンペーンな
どをしてもらい，我々のイベントとドッキングします。そして彼，彼女たちがとった消費
行動のデータを集めていきたいと思っています。イタリア人に渡したのはこのカード，フ
ランス人に渡したのはこのカード，ベトナム人はこのカードといいうように電子マネーを
渡した時の登録情報をこっちで持っていれば，動きを全てトレースすることができます。
そうすることで，我々はオタクの消費行動，その中でも外国人のオタクの消費行動を一手
にビックデータとして手に入れることできます。これを株式会社 としてきちんとや
っていくことで収益を生み，それをイベントに還元し，待機国を解消する つの手がかり
としてこの事業に本気で取り組んでいこうと思っています。

海外コスプレイヤー達の日本の魅力を発信する力

次にコスプレイヤーたちの日本の魅力を発信する力という項目に移ります。何度もお話
しているのでかぶってしまいますが，コスプレイヤーたちは我々からみると日本のことが
大好きで，日本のことをすごくいい国だよ，すごく楽しかったよと伝えてくれる親善大
使，アンバサダーです。そして，コスプレサミット参加者はその国の代表としてやってき
ます。代表になった時点でその国のアニメ，マンガが大好きな人たちのコミュニティの中
ではカリスマです。その人達は や でのフォロワー数がとても多いです。多
い人だと何十万人とおり，その中でもフィリピンの有名なコスプレイヤーのアローディア
さんは 万人くらいフォロワーがいます。そのため，その人達が日本に滞在する 日間
というのはかなり大事です。要するに，つまらない思いや悲しい思いをすると，それが悪
い方に伝播してしまいます。そのため我々はこの滞在 日間，それぞれの国に対して，学
生のボランティア団体から最低 名担当が付き，代表が決まった瞬間から で連絡
をとりあい，日本に来た時に何を食べたいか，アレルギーはないか，行きたいとこはどこ
かということを聞き，滞在期間中はコンシェルジュの役割を担っています。そのおかげで
日本の印象が良く，最後には友情が深まり泣いて別れを惜しむほど絆を結ぶことができる
ようになりました。
コスプレサミットというのは，日本が大好きということを参加者それぞれが表すお祭り

をやっているところです。またコスプレイヤー同士は，ほとんどの場合，言語が異なりま
すが，作品の固有名詞で会話できているので，それをきっかけとして仲良くなることがで
きます。そこからプライベートの恋愛の話や仕事の話などアニメに関する会話だけではな
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い会話もしながら友情を育んでいます。コスプレの持つ印象も，外務省や，国交省，経産
省のクールジャパンなどにより，ずいぶん改善され，もはや煙たい感じのイベントではな
くなってきたので，他の行政も支援してくれる様になりました。このイベントは最終的に
は楽しいという一言に尽きますが， 年に 回ここに集うというところが，世界中にいる
日本のアニメファンのキーワードになってくるのではないかと思っています。少し異なる
例ですが，ドイツでラブパレードという何百万人も集まるイベントがあります。このイベ
ントはあまりにも人が来すぎて将棋倒しになり死者が出てしまったため最近行われていま
せんが，このイベントも同じようなものだと思っています。何か つテーマがあり，その
テーマが好きな人達にとってそこが聖地になり，そしてそこに集まることでみごとな世界
交流ができるのではないかなと思います。
我々はこのイベントの抱える一番の問題である経済問題を解決しなければいけません。

お金の支援さえあれば待機国はゼロになり，開催会場も名古屋だけではなく，いろんな会
場でブロック予選をやり，最後に名古屋で 位を決めるということができると思っていま
す。しかし，現在そこには至っていません。これを実現するためにビジネスで考えなくて
はいけない部分が相当あり，我々も俯瞰しながらこのイベントの価値をもう一度整理し
て，その価値を活用したビジネスをしていこうと思っています。
自分たちの一番の強みは，ラブジャパン，つまり日本のコンテンツが大好きという熱い

気持ちを持った人たちの矢印が日本に向いているという点です。これは一つの流通を作り
上げていると思っており，この日本に集まる日本大好きという矢印をひっくり返すこと
で，日本の素晴らしい物を海外に届かせる，非常にシンプルな顧客流通になると思ってい
ます。彼らはアニメ，マンガを通じて日本のことが好きになり，日本のことを勉強し始め
ます。勉強をするとまがい物を嫌うようになります。やはり本物の日本が好きで，ポップ
カルチャーだけではなく，トラディショナルな歴史も勉強するので本物の湯のみ茶碗を欲
しがり，漆や筆も好きになります。そういった日本の匠の技術もこの流通に乗せることで
喜んでもらえるのではないかなと思っています。この矢印をひっくり返すためには，まず
待機国をゼロにする必要があると思っており，現在はインフラ作りに夢中になっていま
す。

の更なる展開

最後のまとめになります。こういったビジネスを考えた時に は何をしていこうか
というところをお話させていただきたいと思います。
まず つの項目を上げます。ここでスライドに 学会とありますが，すでに去年か

ら学術委員会というものが出来ており， つの大学のコスプレサミットに関連する研究を
している先生方にホテルに来ていただき，発表をしてもらっています。この発表は全て英
語でやっています。去年はもともと定員 人でしたが，当日受付もやったところパンクし
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てしまい，最終的には 人くらいになり，見ることができなかった人が 人くらいいま
した。意外にこういったものを学術的なところでやることには人気があるというか，興味
を持っている方が来場者の中に含まれていることを実感しました。また各国と相互に宣伝
をしあうことで，我々ももっとジャパンエキスポを宣伝しようと考えており，オタクやコ
スプレに特化した学会と併設したコンベンションもいずれやっていこうと考えています。
そのために一般社団法人を立ち上げようと思っており，業界全体で盛り上げていこうとい
う動きを考えています。
スライドの右側にある世界コスプレマラソンは商標の申請も完了しているので，これか

らやっていきます。つい先日，東京マラソンが終わったばかりですが，仮装する人たちが
増えてきています。一方で仮装禁止というマラソンも増えてきていますが，平均的にはど
のマラソンも仮装をする人が多くいます。そこで仮装を禁止するのではなく，仮装しなけ
れば走れないマラソンを作ろうと考えました。変わったお祭り，イベントは世界各国から
人が集まってきます。 つの例に，フランスのメドック・マラソンがあります。去年ちょ
うど 周年を迎えています。これは私もずっと注目しており一昨年参加してきましたが，
世界中から人が集まっていました。どんなマラソン大会かというと，シャトー・ラトゥー
ルなどの有名なシャトーを駆け巡りながら試飲して走るというものです。 シャトーくら
いで試飲をやっており，ベロベロになりながら を走ります。このお祭りは 万人
しか走れませんが，世界中から人が集まってくるのでルールがあります。日本の場合は全
体の ％の 人くらいしか参加できません。その 人の参加権をめぐる熾烈な戦いが
あり，この枠は大体旅行会社が買いきっているので，その旅行に申し込まなければエント
リー権がついてきません。一般のネット申し込みの場合，枠が少ないので瞬間的になくな
ってしまいます。参加したから言えるのですが，これもすごいツーリズムだなと思い，世
界コスプレマラソンをやろうと思いつきました。もう少し落ち着いたらこれを実際に，具
体的に実行していこうと思っています。
また，スライドの左下にコスプレの写真スタジオとありますが，今普通の写真スタジオ

がだんだんコスプレスタジオに変わりつつあります。これは最近，普通の写真撮影の目的
よりもコスプレイヤーさんの利用が多くなっているためです。コスプレをする際は，自分
が頑張って作った衣装が最も映える背景というのは大事です。そのため，リアルに背景が
ある場所，公共施設なんかにもコスプレイヤーは行きますし，スタジオの場合は， 背
景を使います。 背景とはクリエイターが作った背景を映し出して合成した背景です。
この撮影方法の場合，いろいろな世界を作れるのではないかということで，その背景を作
るクリエイターたちも育てていこうということも考えています。こういった 背景の構
築というのも今後のテーマとなっています。
次にスライドの右側にオーガナイザーズ・プラットフォームとありますが，これは我々

にしかできない事業です。我々は今年 カ国と契約しているのですが，国のオーガナイザ
ー，つまり，それぞれのイベント主催者と固い契約があり，この人達とのネットワークを
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作ろうと思っています。このような のネットワークを利用すれば日本のクリエイタ
ーたちが世界に簡単に出ていけるプラットフォームが作れるのではないかと思っていま
す。日本の声優さんを例にすると，日本の声優さんは海外でも相当な人気です。なぜな
ら，外国人がアニメ見るときは，オリジナルを見て，サブタイトルで把握しているからで
す。キャラクターの声というのは『機動戦士ガンダム』のアムロの場合，やっぱり古谷徹
さんです。そのためどこの国へ行っても古谷さんは人気なのですが，なかなか世界の壁を
超えられません。古谷さんは青二プロダクションという有名なプロダクションに所属して
いるので問題ないのですが，最近の有名な声優さんの中には小さな事務所に所属している
方がいます。そのような事務所では，オファーが英語で来てもメールを返すことができま
せん。そもそもオファーが来た団体が信用できるか，実際にチケットを送ってくれるか，
契約の仕方などもわかりません。そこで，我々を頼ってくることが多々あり，外国人のオ
ーガナイザーからもこういう声優さんを呼びたい，こういう映画監督を呼びたい，こうい
うゲーム・クリエイターを呼びたいというお話をいただきます。実際にクリエイターたち
も海外へ行きたいので，我々に営業に来ます。そこで，これをマッチングできるのではな
いかと考えました。ここをきちんと確立すれば，日本の有名人，著名人達が世界にもっと
羽ばたいて，日本のすばらしさを伝えてくれ，日本の価値が上がるのではないかと思って
います。そのため のプラットフォームを早急に構築しなければいけないと思ってい
ます。これも今年から動き出した つのビジネスの部分です。具体的には共同購入をやろ
うと思っています。いわゆるアニソン・ライブなんかをやろうと思った時に我々の契約し
ている カ国に，このアーティストの来年の 月のスケジュールを預かっていますと声を
掛けます。そして，手を上げる国が カ国あったら成立， カ国あったらギャラが 割
引，といったようなことをやろうと思っています。
そして，すでにローンチというか，パイロット盤は作ったのですが，日本語を楽しく学

ぶソフトを作ろうという企画をしています。これも普段接しているコスプレイヤーに日本
語の勉強法を質問すると，みんなアニメで勉強したと言います。そのため，中には，自分
のこと拙者という人もいます。このように，アニメでずっと間違った日本語を勉強してい
ると，一人称が拙者になったり，喋り言葉が全て萌え用語になったりします。それはそれ
で，きっかけとしてはいいのですが，そういった笑い話も含めて，日本人が英語を勉強す
るときの教材であるスピードラーニングの外国人版，日本語を勉強する版というものを目
指しています。要するに，全てストーリーになっており，最初のうちは日本語がたどたど
しい外国人がこのドラマの中で最後の方にはペラペラになっているというような物を作り
たいと思っています。ストーリーも，アキバのフィギュアを買いに行く，メイドカフェに
行くなど，萌え要素を入れ込み，萌えることができる場所に行きながら日本語を学んでい
くといったようなストーリーにしていこうと思っています。我々の 番の強みは，国際イ
ベントをやっていると，声優事務所から是非一緒に何かやりたいというオファーをいただ
くことができ，うちのこういうソフトに出てみませんかと言うと，結構簡単に してく
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れる事です。そういう意味では外国人が聞いてもあの声優さんの声とわかる声で日本語を
学べるなら，もっと熱心に日本語を勉強してくれるのではないかと思い，みんなが知って
いる声優さんで日本語を勉強しようというテーマでオタクラーニングという商品を作って
いる最中です。
そして少し大げさな話なのですが，コスプレというのは常にグレーゾーンと言われてし

まうので，我々自身がコンテンツホルダーになってみようと考えています。つまり，いわ
ゆる出版社になってみようと思い，現在コスプレサミット初オリジナルアニメというもの
に着手しています。バックファイナンスという出資元が決まったので，スライドに書いて
あるスタッフで無事，作りはじめています。スライドの左側にある『コードギアス』とい
う作品はファンが多いです。我々も世界を回っていると，どんなコスプレが流行っている
のかというのをある程度把握できるのですが，『コードギアス』のコスプレイヤーは安定
的にどこの国にもいます。理由はやはり，キャラクターにすごくカリスマ性があり，コス
プレという創作活動を誘発しやすいということです。そこで，この『コードギアス』を作
っているチームにまるごと制作をお願いしようと思い，監督，プロデューサー，この辺り
にお願いして世界コスプレサミットがグローバルに通用する アニメを作っている最中
です。特にコスプレがテーマになっているわけではなく，この作品を見たら，日本がもっ
と好きになる，日本にもっと行きたくなるというようなテーマで作ってくださいとお願い
し， 年の 月ないし 月に アニメ放送を予定しています。次に 番に書いてあり
ますが，プロダクトプレースメント，要は作品の中になにか日本で見慣れた景色，日本特
有の場所などが入っているという手法を用いたいと考えています。このようなシーンがあ
ると，その場所はやはり聖地になり，先ほど話したような聖地巡礼も行われます。こうい
った要素というのは必要不可欠だなと思っていますが，一方で聖地巡礼には失敗例もあり
ます。露骨にやろうとするとアニメファンというのは逆にディスるという行為をします。
そのため，このあたりのさじ加減が非常に大事になってきます。そういう意味で，聖地巡
礼というものをアニメの中で謳おうと思った時に，どこまでやるのかという事は未定です
が，そこは非常にセンシティブな問題となっています。
コスプレが文化として大分定着してきたにも関わらず，コスプレの団体というものはあ

りません。そこで，現在，音楽業界でいう のような団体を作ろうと，私が立ち上
げて業界に声掛けしているところです。今月の末に登記が完了し，すでに様々な企業様に
は賛同をいただいています。こういったシステムを完成させて，コスプレイヤー達が自分
たちの衣装や自分たちの作品で写真集を制作し，それを公式に売って，利益の一部がきち
んと出版社（著作権者）に還元されるというような仕組みを作っていきたいと思います。
これは がどう妥結されるかにもよるのですが，やはり親告罪，非親告罪の問題も昨日
のニュースでは若干前向きに進んだと聞いております。こういったものが発令されてしま
うと，二次創作をしている人たちは萎縮してしまい，このイベント自体の存続にも関わっ
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てきます。そのため，今のうちから団体でこういった法律関係も勉強する必要があると思
い，立ち上げを急いでいます。
同時に， 年をひとつのマイルストーン，大事な年として位置づけ，ある意味オリン

ピックのような仕組みにしていきたいと思い，我々は毎月 回勉強会をしています。オリ
ンピックの憲章を参考に，イベントの規模は小さくても，世界コスプレサミットは，オリ
ンピックに置き換えてみると，こんなことができる，あんなことが必要だ，ということを
弁理士，弁護士の方と話し合い，ようやくコスプレサミットの根本原則というものが出来
ました。コスプレサミットイズムといいます。おそらく 年，順調にコスプレサミット
が経済問題を克服し，待機国ゼロとなれば，おそらく カ国，ひょっとしたら時代によっ
ては カ国くらいの参加のイベントになってくると思います。その時にブレない根本原
則やテーマが必要ということで つの項目を決めそれをスライドに書いています。細かい
のでお手元の資料で読んでいただければと思いますが，我々はコスプレサミット，コスプ
レというもの自体が本当に文化，歴史，様々な違いを軽々と超えて人々が仲良くなれるツ
ールであるということを，この 年以上見続け，本当に思い知りました。そのため，これ
を更に普及することは軽々と国境を超えて世界が仲良くなる若者たちにとっての大きな機
会であるというふうに捉えています。そこで，この原則を世界中で共有して， 年に 回
大きな祭りを日本でやっていきたいなと思っています。
まとめになりますが，コスプレサミットをやっている意義というのは我々の会社のテー

マでもあるのですが，日本のファンを作るということです。ファンになってもらったら，
彼らが思い描いている大好きな日本が本当にそこにある，日本が思っていたとおり素敵だ
ったと言ってもらえる環境を整え，おもてなしの心をもった人間を増やすというのも大き
な責務だと思っています。そのため，このあたりの探求を我々はずっと続けていかなけれ
ばならないと思っています。
最後のまとめは，スライドに書いてあるとおりです。コスプレというのは格好を見れ

ば，ラムちゃんである，とか，聖闘士星矢であるとわかります。僕が子供の頃は，人は見
た目で判断するなと親に強く言い聞かされて育ちましたが，コスプレは見た目で判断して
いいのです。見た目で判断できるため言葉がいらずに仲良くなれます。愛すべきものが同
じだと，本当にすぐ仲良くなれます。こんな楽しい場所を我々は守り続けて行かなければ
いけません。
最後に，今年 年のご案内です。 月の末から 月の頭，約 日間，名古屋の栄と

いうところでワールドコスプレサミットを開催していますので，今の時点でスケジュール
が空いている方はぜひその目で体験していただければと思います。最後は宣伝になってし
まいましたが，説明は以上です。ありがとうございました。
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＜＜質疑応答＞＞

中村純子
小栗先生，素晴らしい発表ありがとうございました。栄えあるコメンテーターの一人目

を務めさせていただきます。
私自身はニューカレドニアを研究しているのに，なぜかと思っていらっしゃるでしょう

が，きっかけはアニメっ子だったということもあり，山村先生に誘われて鷲宮の研究会な
どに出させていただいたことです。学生たちもサブカルチャーを卒論にすることが増えて
おり，大学の売りにもなっています。小栗先生とほぼ同じ世代なので，アニメのお話やメ
イキングなども「そうそう」という感じで聞いていました。コンテンツ，作品自体も私の
子供の頃の話でした。
去年の 月に横須賀市役所がアニメのシンポジウムを横須賀で開催する企画があり，
『蒼き鋼のアルペジオ』，『たまゆら』という作品を中心に実施しました。その時開会宣
言をしたのが『 チャンピオン』の「コスプレ王選手権」でコスプレ王になったキキワ
ンさんでした。キキワンさんに色々とお話を聞くチャンスがあったのですが，『蒼き鋼の
アルペジオ』のイオナの衣装を彼女自身が 日くらいで作ったとおっしゃっていました。
次の日も観光大使としての活動があるそうでした。コスプレイヤーが来ることで会場が盛
り上がり，数百人の来場者のアンケートを見たところ，キキワンさんが良かったというの
が多かったです。そういった意味でコスプレというのはこれから先どんどん伸びてゆくの
ではないかと思います。
私のコメントを言わせていただきますと，やはりジャパンエキスポと連動しているので

はないかと思いました。日本のコミケや グランプリとともにサブカルチャー人口が増
加しています。コスプレサミットも増えていますが，最も来場者が多いのはフランスのジ
ャパンエキスポではないかと思います。ジャパンエキスポ自体がクールジャパンの象徴で
あり，おそらくコスプレイヤーにとっては海外で最も有名な場所です。サブカルチャーフ
ァンの内外人口が増加していることとコスプレサミットとが連動し，ブームを巻き起こし
ているのではないかと感じました。
かつてから変装や仮装というのはありました。「なりきる」ことや模倣することは私の

研究テーマですが，おそらく変装というと「なりすます」ことであり，仮装というと「体
験してみた（なってみた）」ということだと思います。私の親戚の古い写真に月光仮面に
なっているものがありました。そういうのに対してして，コスプレというのは「なりき
る」のではないかと思います。身も心もなりきってやっている，主人公あるいはキャラク
ターに自分がサイキックダイブしているような感じではないでしょうか。そういった意味
では変装と仮装は似ていますが，コスプレは模倣の中でも少し違うのではないかと感じま
した。
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観光という点では，いろんな断片のいいとこ取りを凝縮したものではないかと思います
が，アニメの中にもそういう日本の断片的な素晴らしい要素がキッチュに混ざり合い，そ
れが日本のイメージになり「かっこいい日本」，クールジャパンを生み出しているのでは
ないかと感じます。良いも悪いも含めた日本のキッチュで凝縮した断片を，見た人はとっ
つきやすいアニメから入ってファンになり，日本が大好きになります。その中でキャラク
ターが好き，声優が好き，マンガ家が好きなどとありますが，コスプレイヤーとしてアニ
メのキャラクターになりきることで，日本についての興味として他のコンテンツよりは入
りやすいのではないかと思います。
昔の場合，クロサワ映画や「ちゃんばらもの」など，芸者や忍者，侍などから日本に入

っていました。最近では日本のアニメは精巧にできています。 年代の後半辺りからオ
リジナルアニメで背景をきちんと書くコンテンツが出てきて，「聖地巡礼」がたやすくな
ったことを機に，大人向けのアニメが出現しました。私の研究フィールドであるニューカ
レドニアでも『キャンディ・キャンディ』や『シティーハンター』というアニメが知られ
ています。そんな古いアニメであっても日本のアニメとして，アメリカン・コミックや海
外のアニメーションとは違うものとして，さらに精巧さについても大人にも耐えうるアニ
メーションを生み出し，「ジャパニメーション」とよばれるものになり，今に至ります。
そのような状況でクールジャパンという枠が加わると，ジャパンエキスポには空手，渋谷
のファッション，きゃりーぱみゅぱみゅ，書道などが入ります。そこもまた観光と似てお
り断片的なものが多いです。いいとこ取りした日本というのがそこに入っています。
これがアニメーションの中にも入れ子構造で入っているのではないかと思います。アニ

メーションの世界の中に日本をみることは，おそらく ・ ・ホールのハイコンテクスト
の文化，つまり，言葉がいらず，阿吽の呼吸で通じるというような文化を代表していると
感じます。そういった意味ではアニメがきっかけとなったのではないでしょうか。おそら
く日本のコミケはかなりジャパンエキスポとは乖離しています。初期のコミケを見たこと
がありますが，普通の格好で普通に同人誌を売っており，「腐」とかそういう言葉もなか
った時代ですので，今とはまったく違うコミケでした。ジャパンエキスポも現在のコミケ
とは完全に異なる方向性を持っており，そこが中心になってコスプレサミットとともにア
ニメを世界に押し上げていますから，今回のコスプレサミットのイベントを非常に嬉しく
思います。
おそらく日本の断片的イメージ，特にコスプレについては観光でいうと私達が民族衣装

を着て楽しんだり，東映太秦映画村や日光江戸村で侍の格好をして楽しんだり，企業，た
とえば航空会社で制服を試着したりということも楽しみを盛り上げる要素になっていま
す。コスプレもそのような形で観光の中にさらに入っていければと思います。日本の「オ
タク」という言葉は海外ではアニメファンを示す言葉になっています。とりわけフランス
では「 」，「 」，「 」はそのまま使われており，「オタク」は悪い言葉
ではありません。「オタク」という言葉を使ったとしても，日本のようにアングラな犯罪
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めいたイメージはありません。こうした状況が逆輸入されることで，おそらく大人にも耐
えうるアニメを作っている国のイメージとなり，コスプレを中心に世界を色々なところで
リードしてサブカルチャー文化を輸出，さらに逆輸入と輸出が入れ子構造式に展開するこ
とを期待しています。以上です。

安斎レオ
小栗先生のまとめ方が本当に素晴らしく，完璧すぎて口を挟むことがありませんでし

た。私は京都嵯峨芸術大学でコミックアートを教えています。これはちょうどコスプレの
元になる絵です。
日本そのものの一番の強さというのはキャラクターです。そもそも日本のアニメーショ

ンの発端は東映動画が外資獲得のために始めた長編アニメーション，『白蛇伝』や『わん
ぱく王子の大蛇退治』，『太陽の王子ホルスの大冒険』です。当然スタジオジブリの中核
的なメンバーはほとんどここから輩出されています。日本は最初，アニメーションという
のを，動かすこと，ディズニーに近づけること，和製ディズニーを作ることに特化し，本
当に安い人件費で当時戦後復興をアニメでしようとしていました。ただそのアニメーショ
ンがだんだん劇場作品として公開が成り立たなくなった時，日本は アニメーションに
シフトしました。手塚治虫が安い予算で『鉄腕アトム』を作ったため，それ以降のアニメ
はすごく困ったと言われています。ただこれに関してはアニメーションを始めるにあたり
避けては通れない道であったと僕は思います。
僕は今 歳なのですが，僕がはじめてコスプレを体験したのが 年，ちょうど『機

動戦士ガンダム』が始まる一年前です。この時代に何が起こったのかというと，動くアニ
メーションからキャラクター・アニメーションへ移行し，それがすごくヒットしました。
これは動くということをあまり重視せず，一枚の止め絵で口が動いていればアニメーショ
ンだと考えるようになったということです。一枚絵の発達が素晴らしく，当時の東映動画
東映アニメーションと今は変わっていますが よりもタツノコプロダクションやマッド

ハウスなどの非常に作画技術が高いスタジオが出てきました。当時東映動画から分裂した
人たちが作っていくわけですが，キャラクターの魅力がコスプレに対しての魅力につなが
っている部分が多いと思います。
小栗先生がおっしゃったように『コードギアス』のスタッフでアニメを作るということ

は，オタク的な視点から言うと正解だと思います。コスプレのネタになるものはそのアニ
メの設定，キャラクター，世界観から生まれてきます。
今日本は非常に景気が悪いです。デフレカルチャーと言われていますが，このデフレの

中で自分が何の世界観を共有できるかというのがすごく大事なことだと思います。僕はア
イドル・プロジェクトもやっているのですが， にしても 代の若い女の子が日々
頑張ること，たとえばレコーディングする， が売れる，大きな舞台に出る，テレビ・
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地上波に出る，そういったことに成功していくのを実体験していくことがすごく大事なこ
とになっています。
コスプレも同様です。たとえば，自分の中に今放送しているアニメーションのキャラク

ターの気持ちや考え方を取り入れ，それを取り入れている人間と情報を共有したい，
でつながるようなことをしたい，そういったことをしたいというのが日本のキャラクター
の文化の一つじゃないかと思います。コスプレというのはもともとマイノリティだと思い
ます。 年代後半は，先ほど言われていたようにどこかの市民文化会館の中でこっそり
とやっていました。施設の人からは奇抜な格好しているので，外に出ないでください，屋
上だけにしといてください，と言われることもあります。オタクという言葉が差別用語と
してスタートしてしまったので，コスプレは割とおかしなことというふうに見られてしま
います。僕自身もコスプレをずっとやっていました。『機動戦士ガンダム』が 年に公開
されてからはじめて，アニメは大人向けのものなのだと認識されはじめたと思います。僕
はちょうど第一世代くらいだと思いますが，『ガッチャマン』や『海のトリトン』，『宇
宙戦艦ヤマト』などの当時のアニメブーム，第一次アニメブームを牽引したものというの
はキャラクターです。そのためコスプレと同様にキャラクターの完成度をいかに高める
か，また，キャラクターの持つ魅力，世界観にいかに自分がシンクロできるかというのが
今の文化の中心的なものになっているのではないかと思います。
先ほど述べたように，僕はコミックアートを教えていますが，それは美術系教育です。

前提条件がない絵を描くという日本画と同じものです。キャラクター，日本のマンガのよ
うに輪郭線を作り，影を付けないで一枚絵のキャラクターを完成させていくというのは非
常に日本画に近いです。コミックアートという言葉は今非常にとらえどころが無い。マン
ガ，アニメ，ゲームそういったものから影響を受けた絵画ということで教えていますが，
描く絵というのは非常にレベルが高いです。というのは 歳で大学に入った段階で絵はも
う完成されており，非常に上手です。さらに言うと，今吉本興業のほうで「 秒バズー
カ」のラッスンゴレライというものがすごく流行っていますが，それと同じです。一芸で
世に出てしまうと後が続きません。大学に入ってきて上手な絵を描いているがデッサンを
したことない，クロッキーをしたことがない，色彩のことがわからないという人が多く，
はじめてデッサンやクロッキーの勉強をしています。これはこれまでと逆のパターンにな
りつつあります。アニメやマンガが好きな人は今簡単にペンタブで絵を描くことができ，
動画投稿サイトや にどんどん投稿しています。そこからいろんな人に絵を見てもら
い評価をしてもらいます。高校生の時にはすでに仕事をしているという人が来ます。実は
私プロでした，お金をもらって絵を描いていました，という人が来ます。匿名なのでこの
人が 歳なのか， 歳なのか，たとえば高校生なのかわからないので，発注する側もど
んどんそういうところに発注してしまいます。
そのため今コスプレの下を支えている絵や日本独自のキャラクターをこれからもどんど

ん下支えしていき，コスプレというものにつながっていく文化の起爆剤になれればと思っ
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ています。今，小栗先生がおっしゃったように著作権の問題， の問題というのはすご
く深刻な問題だと思います。同人誌と同じようにこの問題はキャラクターを扱う以上避け
ては通れない問題だと思いますのでこの課題に関して小栗先生に何らかの指針というか今
後の方向性を見つけていただけると非常に活動しやすくなると僕は思っています。どうも
ありがとうございました。

小林英俊
小栗さんありがとうございました。コスプレの世界というのは知りませんでしたが，こ

んなに深くて広く，次の段階にどんどんいっているというところに驚きながら聞いていま
した。
北大には山村先生以下この分野に詳しい人がたくさんいらっしゃるのになんで私がコメ

ンテーターに指名されたのかというと，それはおそらく手塚治虫しか知らない人間が何を
言うのか，『月光仮面』しか見たことない昔の人はアニメ知らないだろうということで指
名されたのだと思うので，その分野の人間を代表して少しお聞きします。
まず山村先生が先ほどコンテンツ・ツーリズムというのは広すぎて的確に捉えていない

のでアニメ・コンテンツ・ツーリズムとおっしゃっていました。これは非常にいいと思い
ます。というのは，コンテンツという意味では，日本の旅の歴史というのは「歌枕」の旅
であり和歌に詠まれた場所を訪ねることでいうことなので，昔からコンテンツの旅と言え
るからです。それと混同してしまうという意味で言うときちんと分けたほうがいいという
気がして聞いていました。
先ほどの小栗さんの話を聞いているとオタクがいつから表に出てきたのだろうと疑問に

思いました。その一つのきっかけが外国の人がオタク文化を胸を張って表現しているの
で，自分たちも，といったような事も影響したのかなと思います。いつから変わったの
か，何故変わったのかというのは少し研究したら面白いのかなと少し気になりました。な
ぜポップカルチャーでありアニメ，マンガが今こういうふうな形になったのかという文化
史的背景をもう少しはっきりさせた方が単なるオタクではないのだというところの説得力
が増すのではないかと思います。
今日の話を聞いて思ったことは，普通の生活を描いている作品なのだなということ，外

国人が見た時に同世代の人が活躍しているという共感性，共通性みたいなものが感じられ
るのではということです。なぜアニメ，マンガ，ポップカルチャーなのかというところが
わかりませんでしたが，話を聞いている限り，登場人物や出来事が等身大であることや，
普通である，あるいは普通に可愛いなど，そのあたりが彼らの心を動かしているのかなと
思いました。
コメントになりますが先ほど中村さんが真似をすることとなりきることは少し違うとお

っしゃっていましたが，これは面白いなと思いました。僕らは 年位前，ロジェ・カイヨ
ワの提唱するミミクリというのが遊びの 分類の つだよというのを習いました。しかし
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ただ真似をするのではなく，なりきるのだという中村さんの話は，先ほどの小栗さんの話
で言うと，世界観を体現するということになると思います。つまり単なる真似をするので
はなく，世界観を自分の解釈の中で形にしていき，そこにその人の魅力が出るのだと思い
ます。それは何かというと二次創作を楽しむということで，そのままではなく自分なりに
真似をする，なりきる中で，人の創造性，こういう表現もあったのかと気づくということ
です。
それでは山村先生，小栗先生に聞きたいのですが，よく「聖地巡礼」とみなさん当たり

前に使っていますが，その時の聖地の聖性とはなんだろうか，そこがよくわからないので
お聞きしたいです。観光的な現象だとみると，なにかわからない聖性があり，それを崇め
る寺社の境内に集まっている人がいるようにみえます。その境内に集まっている人はみん
な聖性というものを自分なりに解釈して面白い格好をしてきます。そこに人が集まってき
て刺激をしあいます。それと同時にそこにお店を出す人もいます。またお店を出す人も聖
性というものを自分なりに解釈していろんなお店を出します。そういう境内が面白くて，
人が集まってきているという現象ではないかと思っています。その時に何が面白いかと言
うと，お店を出している人もコンテンツを自分なりに解釈し，いろんなお店を出します。
たとえば境港に行くと妖怪カットの散髪屋や，鬼太郎下駄を作っている下駄屋，鬼太郎ラ
ーメン，妖怪パン屋，目玉おやじのお菓子屋があります。
先ほどの話で言うと二次創作というところに広がりが出てきています。つまり二次創作

をやる人たちのコミュニティができてくることでひとつの広がりが生まれてくる。要する
にコンテンツが面白いということを第一段階とするとそのコンテンツを使って何かをやっ
ている人たちが面白がってコミュニティができた時に，はじめて広がっていくのではない
かと先ほど聞いていて思いました。それが今簡単に世界に拡がっていってしまいます。山
村先生が書いているように，そのきっかけは 含めてメディアの発達です。そうすると
そのコンテンツを使って何か作りだす時に，普段の職場ではできないことができると，そ
の人の別の居場所を見つけられるということにつながっていくので参加者にとってすごく
居心地がいいです。ぜんぜん違う職種の人が一つのコンテンツの元に集まり，自分の居場
所をお互いに確認しあい，共通感覚を持ちます。このコミュニティがすごく居心地がい
い，先ほど言った境内の面白さというのがさらに高まります。境内が賑わっていると，コ
ンテンツは知らないけれど，面白がって集まって来る人もさらに増える。そうすると先ほ
ど小栗さんが言ったように，出演者だけではなく応援者や家族も来ます。そこの神社の聖
性はわからなくても，とにかく境内に面白い人がいることでそれが二次的に広がっていき
ます。こういう現象が起こっているのかなと先ほど聞いていて思いました。
山村先生はすでにかなりやっていますが，そのあたりの構造をもっと分析すると面白い

ことになるのかなと思いました。基本は元のコンテンツを活かす個人が持っている創造性
が，さらに面白い人を呼ぶという時代になったのかなと思います。これは石森先生がなん
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で観光「創造」とつけたのかということと関係しており，やはり人の創造性が人の興味を
呼び，和を広げていくという社会になったのかなという気がして聞いていました。
それからもうひとつ小栗さんの話聞いて，思ったことは共通言語ということです。よう

するに言葉ではなく，共通言語があるという気がしました。ある登場人物 たとえば
『 』という作品ならナルトという言葉なのですが ，それが共通言語化したとき
に非常にグローバル化しやすいと思いました。結局この人達はすでに日本語や英語がどう
したではなく，共通言語を持っているのではないかと考えると，我々はどうしても，スペ
イン語ならスペイン語を覚えなくければと思いますが，そんなの関係ないところで人が動
いているというのは非常に面白く，広がりがある気がして聞いていました。そういう意味
で言うと，結局は人間として何が面白いかということ，普遍的な価値が重要であると思い
ます。たとえば先ほど『冬ソナ』の話がありましたが，読んでみたところ，初恋というの
は全世界共通で甘くてあとに酸っぱいものが残る，そういうものを上手く出してやると国
を超えて人が来る，それであの作品を作ったのだと書いてありこれはすごいと思いまし
た。
そうなってくると今日本のアニメ，マンガがポップカルチャーとして注目されています

が，人間としての何の，どんな価値に共通に反応しているのでしょうか。たとえば若者に
はいろんな競争があり，好きや嫌いもありますが，そこにも少し突っ込んでみることでな
にか見えるものがあるのではないかと思います。人間として共通のものがあるためそこに
世界の若者がみんな反応しているはずです。それが何だろうかというのは少し聞いてみた
いです。もちろんカリスマ性があるということもあるのですが，それ以前になにか共通の
ものがあるとするならば，次の展開を考えるときにここをおさえておかなければ共通言語
にならないわけで，これが分かれば，本当の意味のコンテンツになるのかなという気がし
て聞いていました。
少し質問とコメントがバラバラになってしまいまとまりがありませんが，それくらいお

話に感銘を受けたということで聞いてください。ありがとうございました。

小栗徳丸
本当にお三方のお話全てが腑に落ちてきましたが，私もやりながら考えるタイプであ

り，これを続けていることによって感じたことがたくさんありました。
その内の一つが先ほどありました模倣です。模倣というのは遊びの一つであり，なくて

はならないものかもしれません。しかし遊びと置き換えると，やはりそれは楽しい場所で
あると思いますが，国境を超えて楽しむ場所というのは意外に少なく，そういう意味で可
能性を感じています。
その可能性の中に，二次創作という言葉がありました。二次創作をコスプレイヤーたち

は趣味で楽しくてやっていますが，だんだんと有名になってくるにつれ，二次創作者から
プロ化してしまいます。撮影会で呼ばれたり，ゲスト扱いされたり，趣味で作った写真集
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が売れはじめます。そうなってくると，また先程の話に戻りますが，著作権に触れてくる
というような問題も抱えるようになり行き場を失っているのが今の過渡期の状態だと思っ
ています。そのため私は一般社団法人のようなものを作り，なんとかコスプレイヤーたち
をひとつの新しいジャンルとして位置づけてあげたいと思っています。二次創作者のコス
プレイヤーたちは，一次創作の作品を愛する思いが強く，リスペクトが強い。その表れと
してコスプレをしているのだと僕らは置き換えています。
リスペクトの形が強い人達のリスペクトは作者に向いています。その作者に向いている

思い，ビジネスでいうと出版社にきちんと返していくような仕組みが絶対的に必要だなと
考えています。過去にコスプレサミットは 回大会をやっているのでそれぞれの国に年度
ごとの代表がいます。たとえば「 年のドイツ代表」や「 年のフランス代表」など
です。このそれぞれの年度の代表というのは我々，コスプレサミット事務局がコミットし
てその国の代表，いわゆる称号を与えているので，この称号を与えた人たちは過去の人を
含め，全員集めると 名くらいになります。この人達のチーム，まさにアンバサダーと
しての世界コスプレサミットのチームを作りました。
今後我々のテーマとして，卒業者達を集め この人たちは本当に感受性豊かで作品への

愛が強く，二次創作での表現がうまい人なのですが ，クリエイター登録的なことをし，
この子たちが行う商業活動に関してきちんとお金を取り，出版社に戻すような仕組みを考
えていきたいと思います。こうすることでコスプレというものをやっている人が最終的に
歳を取った時に，趣味で終わったよねとならないような出口をきちんと作ってあげられる
と思います。これもすごく慎重にやらなくてはいけない話なので構想だけはありますが，
まだ各国の過去の代表と議論している最中です。コスプレが流行るほど，我々は少しうろ
たえながらなんとか出口，最終形はどこに向かうべきなのかというのを議論している最中
です。結局は出版，著作物を作った人あっての二次創作なのでそこが揺らがなければ問題
ないのかなと思います。そういう意味ではいろいろな問題を抱えていますが，本当にコス
プレイヤーたちの熱量により，まちが元気になったり，人が元気になったり，やっぱり国
を超えて仲良くなっているというのを見ていると，必要な場所，オポチュニティだと思っ
ています。ですので，引き続き皆さんのご意見もいただきながら，イベントというものを
作っていきたいと思っています。ありがとうございました。
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